【2010年10月20日付　医学連新聞記事】
「ついにパンドラの箱を開けてしまいましたね…」

留年問題アンケート中間報告　医学教育学会で発表
全国41大学1365枚を回収
7月30、31日に開催された第42回日本医学教育学会のポスターセッションにおいて、4月から医学連が取り組んでいる「留年に関する意識とメンタルヘルス、留年問題実態調査アンケート」の途中結果について役員が発表しました。アンケートは発表時点で全国41大学1365枚を集めることができました。
　発表後には、ある国立大学の公衆衛生講座の教官から、「非常に大切な調査だと思う。ついに『パンドラの箱』を開けてしまいましたね」といった感想が寄せられました。これまで個別の学生の問題であるといった見方によって覆い隠されていた留年問題ですが、実は大きな問題をはらむタブーであったということが、今回の発表によって明らかになってきました。
進級基準「適切だ」全体のわずか32％
アンケートでは、医学生が自身の大学の進級基準をどの程度適切であると考えているか１から５の５段階で回答してもらいました。
結果は、比較的適切である「４、５」を選んだ学生が全体の32％、どちらとも言えない「３」を選んだ学生が42％、比較的適切である「１、２」を選んだ学生が25％、となりました（グラフ1）。
このように、医学教育において学習の主体者である医学生のうち、自身の受けている医学教育の評価基準を「適切」と考えているのは全体のわずか32％にすぎないことがわかりました。本来なら、すべての学習者が自身の受ける教育の評価基準に対して「適切」であると考えていることが望ましいですが、そうではない医学部の実態が浮き彫りになった形です。
　また、比較的不適切であると考えている「１、２」を選んだ学生に対してその理由を自由記入で回答してもらったところ、「不透明な点が多い(国立大学2年)」「基準があいまいである(国立大学3年)」など全体として、どこまでの到達度で進級できるのかが明示されていないことをあげる回答が多く見られる一方で、「ある特定の教科のみが異常に試験が難しい(国立大学３年)」「学年の過半数が再試験にかかり、その半数近くが単位をもらえない科目があり、その基準が適切とは思えない(国立大学6年)」といった特定の学年・科目が著しく不適切であるからという回答も多く見られました。
また、「1回の試験で落ちる人数がすごく多い(国立大学2年)」「（単位を）ひとつでも落としたら留年は厳しすぎると思う(国立大学3年)」など、進級基準が厳しすぎると感じている医学生が一定数いました。
「留年の不安を感じる」全体の約64％

次に、自身が留年することに対して不安を感じることがあるかを１から５の５段階で回答してもらったところ、比較的不安を感じない「１、２」を選んだ学生が全体の15。2％、どちらとも言えない「３」
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（グラフ１）

を選んだ学生が20％、比較的不安を感じる「４、５」を選んだ学生が64％、という結果となりました（グラフ２）。比較的不安を感じている「４、５」を選んだ学生を合わせると、なんと全体の64％もの医学生が「自身が留年することに関して不安を感じている」ということがわかりました。
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（グラフ２）
不安を感じる時は「常に」
また、「どのような時に留年する不安を感じるか？」を自由記入で聞いてみたところ、「テストに追われまくっているとき(国立大学2年)」「勉強についていけないと感じた時(私立大学2年)」など、具体的な試験や課題を目の前にして感じるという回答が多く見られる一方で、「常にあります(国立大学4年)」「毎日のように(私立大学5年)」「寝ている時さえ、夢にまで不安が現れる(国立大学)」など「常に漠然とした不安を感じている」という回答がとても多く見られました。これは基準などが曖昧で不明瞭であることにあわせて、実際に特定の学年や科目などで不適切と感じられるような留年が多くあることにより、成績や授業態度に関わらずどのような人でも留年しうる、まさに「明日は我が身」と多くの医学生が感じていることを反映したものだと考えられます。
不安の内容は経済面、人間関係、モチベーション

次に、「留年した場合、どのようなことに不安を感じますか？」という問いに対して自由記入で回答してもらったところ、大きく分けて、①経済的な面での不安、②留年した後の人間関係に関する不安、③留年した後のモチベーションに関する不安、の３つが多く挙げられました。
①経済的な面での不安

経済的な面であげられたのは、留年することにより1年分多く学費を払うということに対する不安で、特に学費の高い私立大学の医学生から多く挙げられています。中には、「（学費が）1年に600万円かかるので、親とは留年したら退学すると約束している(私立大学4年)」「経済的に学生生活継続が事実上不可能になる(国立大学3年)」という切実なものも多く見られました。また、私立に限らず国公立大学の学生でも、「経済的な面で余裕がない、親に負担をかけることになる(国立大学3年)」というように学費に関する不安が多く寄せられました。
同時に多く見られたのは、留年することにより現在受けている奨学金の給付が停止したり、即時返還を求められるということに対する不安です。日本学生支援機構の奨学金などは、その審査において成績が加味されるので留年することにより、著しく成績が悪い者と判断されるとその受給資格を失います。また、奨学金制度によっては留年により即時返還を求められるケースもあるので、奨学金に関する不安は国立私立問わずに多く見られました。
　
②人間関係に関する不安
人間関係については、「下の学年と新しく対人関係は築けない(国立大学4年)」「人間関係を一からやり直さなければならないので、精神的不安が大きい(国立大学2年)」など留年して一つ下の学年の人たちとうまくやって行けるかという不安はもちろん、もといた学年の人たちとも疎遠になってしまうのではないか、といった不安もあるようです。逆に言えば、アンケートに回答した学生の身近にいる留年者の状況がそのようなものであるとも考えられます。特に医学部では国試対策を始め、グループ学習で勉強をする学生が多いこともあって、留年した後の人間関係をうまく構築できるかということが不安の中心となるようです。
また、同じ人間関係でも「親との関係(国立大学2年)」が不安という声も多く見られました。親の期待を裏切ることや、経済的な負担をかけることなどによって両親との関係が悪化するのではないかという不安が多くの医学生の中にあることがわかりました。
③自身のモチベーションに対する不安
アンケートでは、「モチベーションが下がること(国立大学3年)」「もう1年頑張れるかわからない(国立大学3年)」「自分のやる気(国立大学2年)」など、留年することによって医学を学ぶモチベーションが維持できなくなるのではないかという声も多く見られました。学生生活、特に学業面でのモチベーション維持は教育現場にとって常に大きな課題ですが、今回の調査では多くの医学生が留年することはモチベーションの維持にとって、大きな障害であると考えていることがわかりました。
特に深刻な「自殺すると思う」という声
今回の調査で、特に深刻だったのは自身が留年することに関する不安として「自殺したい(国立大学2年生)」「自殺すると思う(国立大学3年)」、また、自由記入欄でも「毎日不安で鬱になる。留年したら自殺すると思う(国立大学4年)」「留年を機に本気で大学をやめることを考えた。他の大学では自殺を考えていた友達もいた(国立大学2年)」など、「自殺」というキーワードを含む回答が一部で見られたことです。人の生命を救う医師になろうとする医学生たちが、自らの生命を断つことを考えるまでにいたっている状況の異常さは看過できないものがあります。茨城大学の内田氏の研究では、他学部に比べて医学部の自殺率が高いことが指摘されていますが、今回の調査でも特に留年に関係して自殺を考える医学生が少なくないことが明らかになりました。
他にも自由記入欄では、「心理的に追い詰められて、生活が虚無になってしまい、学校生活がつらくなる(国立大学1年)」「留年を恐れながら勉強するのはつらいです(国立大学2年)」など、常に留年するかもしれないという不安にさらされ、その重圧のなかで心も身体もぼろぼろになっている医学生の実態が垣間見られました。

現代の学生にとって「1年留年する」ということが、想像以上に過大な負担として認識されていることが改めて明らかになりました。逆に学生の中から、「留年も良い人生経験になる」「じっくりと勉強をやり直すチャンスである」というような声は一切ありませんでした。教授世代の中には、このように留年することによる積極的な面を指摘したり、「たかが1年じゃないか」と留年の影響を過小に評価する声も見られますが、このような認識と学生一般の認識とが大きくかけ離れていることがわかりました。
公正な進級システムとサポート体制の充実を
今回の取り組みを通して、多くの学生が医学教育の評価、特に進級基準について適切だと思っていないこと、留年に対して大きな不安を感じており、日々大きなプレッシャーのなかで学生生活を送っていることが明らかになってきました。誰の目にも明らかで納得のできる進級制度に変えていくこと、より教育効果のあるカリキュラムや授業にしていくために、学生と教官が一緒になり努力していくことが必要です。また、現在留年してしまった学生へのサポート体制もほとんどなく、今後サポート体制を整備していく必要があります。

医療崩壊が進むなか、その再生へむけて医学教育・医師養成に対する国民的な期待が広がっています。そのような状況だからこそ、安易に留年させるのではなく、国民の期待に応える医師を早急に育てるという責任を果たすために、医学教育の在り方を見直す必要があります。医学連では、さらにアンケートの取り組みを進め、11月には留年問題に焦点を当て、医学教育の現状と将来を考える企画を予定しています。また、この調査結果をもとに各学生自治会と協力しながら、カリキュラムの改善や学生同士で協力し合える関係づくりなど各大学単位での取り組み、また、関係省庁（文部科学省や厚生労働省）との交渉を通じて、引き続き医学教育の改善に取り組んでいきます。
「医学生の留年に関する意識調査アンケート」とは？

この調査は今年３月に行なわれた医学連第２７回定期大会において､各地の自治会代表者から「基準の不明確な大量留年があり、学生の間で不安の声が高まっている」「相対評価の導入により学生同士で協力し合って学んで行こうという空気が無くなり、クラスの雰囲気がぎすぎすしてきた」「留年してしまった人や、そうでない人でも留年することへの不安から自殺を考える学生が出ている」などの声が多く挙がったことを受け行ったもので、医学生の留年に対する意識調査を行ない、医学生のモチベーションやメンタルヘルスとの関係を明らかにすると同時に、先のような医学生を取り巻く留年問題の実態を調査することを目的としています。
　調査方法は全国の医学部の学生代表者に協力を依頼し、主に学生自治会が中心となって医学生に実施したアンケートを、郵送およびFAXで回収するというもので、7月の時点で全国41大学1365枚を回収することができました。学生が自身の大学における進級基準についてどの程度適切だと考えているか、自身が留年することに対してどの程度不安を感じているかなどについて各項目5段階で回答してもらい、また、その理由などを自由に記入してもらいました。同時に、基準の不明確な留年の事例や、留年することによりメンタルヘルスを害した事例など、問題だと感じられるような留年の実態を自由に記述してもらいました。
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自由記入欄に寄せられた声
「教授から『教授が気に入らなかったやつは(理由はどうあれ)留年だ』と聞かされ、実際好みで落としているとも言われた(国立大学3年)」
「点数に関わらず下から30人を追試にする科目がある(国立大学2年)」
「能力が足りないが故の留年はほんの一部だと思う(国立大学4年)」
「留年は学生にとって本当に死にたくなるくらい重大な出来事である。したがって留年が決まった学生に対しては大学を挙げてその学生のメンタルケアを行うべきである(国立大学3年)」

「大学に不信感を抱いている。生贄にされたとしか思えない。大学の勝手な思惑に左右されて精神的負担が増える一方。授業が変わらないのに、学生に変われというのは全く納得がいかない(国立大学4年)」

「留年するしないの基準がはっきりしていないのは不安につながっています。」

「留年したら鬱になりそう。」

「テスト、レポートの点数は足りていたが、「授業で居眠りをしたら5点減点」（欠席と同じ扱い）といわれ、落とされてしまった。本当に理不尽だと思った。」

「大学の提示している留年基準は明確で納得のいくものであるが、それをもとに留年を決定する先生側に問題があると思う。年３０人は再試に送られる授業、テスト内容が不当に難しいなど先生の配慮が足らないものが目立つ。勉強不足といわれればそうかもしれないが、留年の恐怖は精神に非常に良くないと思う。」

「追試が1回のみというのはやめて欲しい。あと２～３回はやってほしい。誰にでも苦手科目はある。」

「留年した場合、友人関係が難しくなるなどの問題が起き、勉強に問題が生じる。そうすると、さらに留年しやすくなるという悪循環が起きるのが問題である。」

「留年した人は留年した人としかほとんど関わらず、それ以外の人間関係があまりできない。同学年になった人も接し方に困ってしまう。もし、自分が留年したら、元の学年の人との関わりも同じ学年になった人との関わりも円滑に出来なくなってしまいそうで怖いそうです。」

「大学内で争うようなことになっては絶対いけない！みんなで国試に受かりたい（国立大学1年）」

「留年は学生にとって本当に死にたくなるくらい重大な出来事である。したがって留年が決まった学生に対しては大学を挙げてその学生のメンタルケアを行うべきである。（国立大学１年）」

「一生懸命勉強していた友人が留年して教授陣が憎いと思った。なにも学生のことを理解しておらず、学生の人生を何だと思っているのか（国立大学4年）」

「テストで半数以上が落とされるような場合が数回あったが、もはやこれはテストか授業に問題があるとしか思えない。（国立大学4年）」

「将来人の命を扱う仕事に就くので、無責任に進級・卒業させられないのはわかるが、一方的に切り捨てるのではなく学生の学力を上げる援助をしてほしい。（国立大学4年）






